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概要

都心の狭小地であっても，屋根の上には無限の宇宙空間
が広がります。
屋根を天空に向け開放したこの住宅は「宙の家」と名付

けられ，地球物理学者である建て主と環境建築家のコラボ
レーションにより東京都心の住宅地に設計・建築した都市
型の省エネ環境住宅です（特許出願中）。

大きなガラス屋根を通して太陽（短波）放射エネルギー
を室内に入れ，室内からは床や壁からの熱赤放射エネルギ
ーを宇宙空間に放出する。この 2種のエネルギーをルー
バーで自動制御し，快適な室内環境を創り出します。ポイ
ントは以下の３点。
Ａ．大きなガラス屋根とルーバーを有効に機能させる建
築計画

Ｂ．2種のエネルギーの出入りを制御するルーバー本体
のハード設計

Ｃ．快適な室内環境を創るルーバーの自動制御プログラ
ム開発

健康的な住環境の出現

窓からの日照が限られる，都心に暮らす人々に明るく健
康的な採光環境を提供し，冬の昼間は「陽だまり」を出現
させ，室外の布団や洗濯物の干場空間が不要になります。

寝苦しい夏の夜には「涼夜」をもたらします。
エネルギー消費量の大幅削減

「宙の家」は建替え前の旧住宅と比べ，冷暖房エネルギ
ーの消費量が 40％も削減しました。

Good Design 審査委員の評価（公開コメント）

地球環境はもとより，暮らしに身近なレベルでの気候変
動も現実味を帯びて来ている現代において住宅の環境性能
を確保することはもはや初期条件だが，その性能確保のた
めに住宅が重装備になってしまっては，本末転倒である。
この点，この「宙の家」は実に単純な機構でそれを実現し
ている点が秀逸だ。日射や通風を一日の中での日射の変化
に応じて可変にし，最適な空気環境を住宅にもたらしてい
る。しかしながらそれ以上に魅力的なのは，太陽光がルー
バーによって刻々と表情を変えながら降り注ぎ，住宅の中
に居ても自然の移ろいを豊かに感じ取れることにある。自
然への感受性を育むことは，環境問題を考えるうえで不可
欠な側面だからである。
ルーバー制御システム：株式会社MTS 雪氷研究所 松田益義　
matsuda@mtsnow.co.jp
環境建築設計：株式会社 ESPAD 環境建築研究所 藤江通昌 /ル
ーバー設計・製造：ルーバーライン・ラボ 杉浦啓之

株式会社MTS雪氷研究所，ルーバーライン・ラボ

宇宙空間を利用し，40％の省エネを実現した住宅が，
2020年 Good Design賞を受賞！

ルーバー自動制御システム

ガラス屋根を通して天空と室内とで
放射エネルギーを交換する「宙の家」

新旧住宅のエネルギー消費量比較

室温と太陽高度とに連動して角度変化する
ルーバー自動制御システム

エネルギー消費量の季節変化比較（単位：MJ）




